
Ｓ Ｓ Ｈ 月 間 予 定 表 １９　年  ３　月　
日 曜日 区分 時限 学年 対象講座 内　　　　　　　　容 講　　師　　等 場　　所

5 月 その他
15:00
～
1 Ｓ講座 新２学年ＳＳＨ課程履修承認書授与式  会議室

7 水 連携講座
9:00
～
17:00
1 Ｓ講座 液晶パネルの製作、点灯実験

（株）エプソン諏訪南事業所
山田　周平　氏、他数名

（株）エプソン
諏訪南事業所

16 金 連携講座
14:30
～
16:30
2 Ｓ講座 数学「符号理論」

信州大学理学部数理自然情報科学科
助教授　花木　章秀　氏

本校
数学４教室

16 金

17 土

17 土 その他
13:00
～
17:00
2
S講座
対象者

「信州フィールド科学賞」授賞式
及び記念シンポジウム
２S「霧ヶ峰とアラスカと植生比較」（努力賞受賞）

北海道工業大学　河内　香織　氏
（独）土木研究所　小林　草平　氏他

信州大学
理学部

16 金

17 土

18 日

19 月 連携講座
14:30
～
16:30
2 S講座 科学英語入門「プレゼンの仕方」

（株）エプソン先端商品開発センター
部長　根橋　聡　氏

本校
物理室

20 火 連携講座
14:30
～
16:30
1,2 希望者 コンピュータのしくみ

（株）エプソンダイレクト
取締役　小松　清治　氏

本校
物理室

26 月

27 火

○平成１８年度ＳＳＨ経費の最終申請・確認（→ＪＳＴ）
○平成１８年度ＳＳＨ実施報告書、及び特別枠「海外科学セミナー」報告書の資料編集・作成・発送（→文部科学省、JST、長野県教育委員会、SSH高等学校等）
○各種アンケートの実施及び回収・分析（職員、講師等）
○平成１９年度ＳＳＨ一般事業計画、予算案の作成（→文部科学省、ＪＳＴ、長野県教育委員会）
○平成１９年度ＳＳＨ特別枠申請用事業計画、予算案の作成（→文部科学省、ＪＳＴ、長野県教育委員会）
○２S「海外科学セミナー」における資料のまとめ
○課題探究で雪の成分分析（信州大学理学部、３月１７日～）

海洋科学の最先端と研究船

文部科学省「女子中高生理系進路選択支援事業」

東京大学海洋研究所職員

協力：（独）海洋研究開発機構

晴海埠頭
（東京都）

サイエンス
プログラム

１泊
２日
1
S講座
希望者

全国ＳＳＨ校コンソーシアム
「高々度発光現象スプライト同時観測報告会」
（本校では２月３日（土）の深夜に約１５０回の雷を撮
影。そのうち１８回のスプライトを確認できた。）

高知工科大学電子・光システム工学科
助教授　山本　真行　氏他

高知工科大学
（高知県）

コンソーシアム
２泊
３日
2
S講座
対象者

サイエンス
プログラム

１泊
２日
1､2
S講座
希望者

講演会「アラスカ大森林火災と地球環境変動」参加

日本科学未来館見学研修

主催：宇宙航空研究開発機構、
　　　  北海道大学他
共催：日本科学未来館

日本科学未来館
（東京都）



備    考

（特別時間割）

（後期選抜）

（特編授業後）

（特編授業後
移動）

生徒１５名参加

生徒２名参加

（特編授業後）

（特編授業後）

女子２名参加

生徒１名参加

ＳＳＨ委員会
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